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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

　
毎
日
午
前
６
時　
分
～
７
時
、
滝

１０

山
公
園
・
向
台
広
場
・
ひ
ば
り
が
丘

団
地
南
公
園
な
ど
６
カ
所
で
。
会
費

年
１
２
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
正

し
い
ラ
ジ
オ
体
操
、
練
功
十
八
法
を

身
に
付
け
健
康
維
持
。
詳
し
く
は

 
對
馬 
緯
４
７
１
・
５
７
４
２
へ
。

つ
し
ま

　
◆
野
球
（
東
久
留
米
シ
ニ
ア
）
毎

週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
８

時
半
～
午
後
６
時
、
白
山
球
場
他
で
。

入
会
金
５
０
０
０
円
、
会
費
月
１
万

円
。　

歳
～　
歳
の
少
年
・
少
女
募

１２

１５

集
。
ボ
ー
ル
の
握
り
方
か
ら
野
球
の

楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。
詳
し
く
は
佐

藤
緯
０
９
０
・
３
２
３
９
・
４
０
２

５
へ
。

◆
懐
か
し
の
歌
と
お
喋
り
の
会　
第

３
水
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
、
大
門

町
二
丁
目
ア
パ
ー
ト
集
会
所
で
。
会

費
月
２
０
０
円
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

に
合
わ
せ
て
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
て

心
を
開
き
、
お
喋
り
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は 
一  
政 
緯
０
８
０
・
２
０
４

い
ち ま
さ

７
・
０
３
８
２
へ
。

　
◆
日
本
舞
踊（ 
扇 の
会
）　
月
４
回
。

お
う
ぎ

金
曜
日
午
後
０
時　
分
～
３
時　
分
、

４０

４０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

　
月　
日（
金
）は
無
料
講
習
会
。
古

１１
２１

典
小
曲
、
新
舞
踊
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
佐
々
木
緯
４
７

３
・
８
４
５
０
へ
。

　
◆
健
康
麻
雀（
ア
オ
イ
会
）　
毎
週

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後
０
時

　
分
～
４
時
半
、
下
田
会
館
（
小
山

１０一
丁
目
）
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
０
０
０
円
。
興
味
の
あ
る

方
歓
迎
。
楽
し
く
、
飲
ま
な
い
、
吸

わ
な
い
、
賭
け
な
い
。
詳
し
く
は
瀧

本
緯
０
９
０
・
５
３
３
０
・
０
６
２

８
へ
。催

し

　
◆
第
７
回
写
真
展（
バ
ー
ド・フ
ォ

ト・ク
ラ
ブ
）　　
月　
日
（
水
）
～

１１
１９

　
日
（
休
）
の
午
前　
時
～
午
後
５

２４

１０

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ

ビ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。
詳
し
く
は

木
津
緯
４
７
５
・
５
２
３
１
へ
。

　
◆
吟
詠
組
曲
・
未
来
へ
の
贈
り
も

の（
東
久
留
米
吟
詠
サ
ロ
ン
）　　
月
１１

　
日
（
休
）
午
後
１
時
～
４
時
、
新

２４座
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
新
座
市
野

火
止
一
丁
目
）
で
。
入
場
料
無
料
。

詳
し
く
は
佐
々
木
緯
４
７
４
・
６
０

２
２
へ
。

　
◆ 
Ｈ
Ａ
Ｓ 
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・
ア

ハ
ス

ニ
マ
ル・ソ
サ
エ
テ
ィ
）　　
月　
日

１１
１６

（
日
）
午
前　
時
～
午
後
３
時
、
金

１０

山
町
１
ノ
６
ノ　
で
（
雨
天
の
場
合

１５

は　
日
に
延
期
）。
入
場
料
無
料
。

２３
売
り
上
げ
は
動
物
の
保
護
、
医
療
費

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は
浅
木
緯
４
６
２
・
８
６
０
６
へ
。

　
◆
魅
惑
の
調
べ
、
秋
の
マ
ン
ド
リ

ン
コ
ン
サ
ー
ト（
慶
應
義
塾 
東
久
留

米
三
田
会
）　　
月　
日（
日
）午
後

１１
３０

２
時
開
演（
１
時
半
開
場
）、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１

０
０
０
円
。
慶
應
義
塾
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
に
よ
る
美
し
い
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
田
島
緯

０
９
０
・
２
２
４
７
・
３
９
１
４
へ
。

　
◆
親
子
で
楽
し
む 
あ
べ
こ
べ
体

操
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
の
会
）　　
月　
日（
月
）午

１１
１７

前　
時
～　
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

１０

１１

タ
ー
集
会
学
習
室
１
・
２
で
。
参
加

費
無
料
。
体
の
一
部
を
あ
べ
こ
べ
に

動
か
す
と
脳
を
刺
激
し
縮
こ
ま
っ
て

し
ま
っ
た
筋
肉
を
緩
め
ま
す
。
詳
し

く
は
西
緯
４
７
５
・
５
５
２
８
へ
。

　
◆
は
ち
ま
ん
バ
ザ
ー
（
は
ち
ま
ん

保
育
園
父
母
会
）　　
月　
日
（
日
）

１１
１６

午
前　
時
半
～
午
後
０
時
半
、
は
ち

１０
ま
ん
保
育
園
で
。
入
場
料
無
料
。
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徒
歩
か
自
転

車
で
来
場
を
。
詳
し
く
は
カ
セ
ダ
緯

０
９
０
・
６
３
０
３
・
９
５
９
５
へ
。

　
◆
人
形
劇
団
プ
ー
ク
に
よ
る
ピ
ン

ク
の
ド
ラ
ゴ
ン
（
東
久
留
米
よ
い
劇

を
み
る
会
実
行
委
員
会
）　　
月　
１２

２１

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１

９
０
０
円
。
４
歳
児
～
大
人
（
膝
の

上
可
）。
詳
し
く
は
吉
富
緯
０
９
０
・

４
１
２
０
・
１
９
７
３
へ
。

　
◆
は
く
さ
ん
保
育
園
バ
ザ
ー
（
は

く
さ
ん
父
母
会
）　　
月　
日
（
祝
）

１１
２３

午
前　
時
か
ら
、
は
く
さ
ん
保
育
園

１１
で
。
入
場
料
無
料
。
今
年
も
や
り
ま

す
、
は
く
さ
ん
恒
例
バ
ザ
ー
。
は
く

さ
ん
鍋
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は 
神  
林 
緯
４
７
１
・
３
６

か
ん 
ば
や
し

３
３
へ
。そ

の
他

　
◆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
の
ご

案
内
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
フ
ラ

ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）　　
月　
日

１１

１６

（
日
）
～　
年
１
月　
日
（
土
）
午

２７

１７

後
４
時
半
～
午
前
０
時
。
東
久
留
米

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
周

辺
。
今
年
で　
年
目
に
な
り
ま
す
。

１０

皆
さ
ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

佐
藤
緯
４
７
１
・
２
６
０
７
へ
。

　
◆
「
東
久
留
米
駅
開
駅
百
周
年
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
（
東
久
留
米
駅
前
商

店
会
）　
来
年
は
東
久
留
米
駅
開
駅

百
周
年
で
す
。
駅
前
商
店
会
で
は

「
開
駅
記
念
祭
」
の
企
画
と
し
て
写

真
展
や
イ
ベ
ン
ト
を　
年
５
月
９
日

２７

（
土
）
に
成
美
教
育
文
化
会
館
で
行

い
ま
す
。
昔
の
駅
舎
や
そ
の
周
辺
の

写
真
を
お
持
ち
の
方
は　
月　
日

１２

１５

（
月
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
企
画
に
協
力
で
き
る
方
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は 
神  
藤 
緯

じ
ん 
ど
う

０
９
０
・
１
５
５
９
・
９
８
５
７
へ
。

　
近
年
発
生
し
た
地
震
被
害
で
は
、

負
傷
者
の
う
ち
３
割
～
５
割
が
、

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
に

よ
る
も
の
で
、
直
接
当
た
っ
て
け

が
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
つ
ま
ず

い
た
り
、
避
難
通
路
を
ふ
さ
ぐ
な

ど
の
危
険
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
自
分
や
家
族
の
け
が
を
防
止
し
、

避
難
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
家

具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

固
定
方
法
な
ど

　
◎
壁
に
固
定
す
る
方
法

　
転
倒
・
落
下
・
移
動
対
策
の
基

本
は「
ね
じ
」で
の
固
定
で
す
。
家

具
を
固
定
す
る
対
象
は
壁
下
地

の
柱
な
ど
で
す
。
ね
じ
は
長
め

の
も
の
を
使
用
し
、
し
っ
か
り

ね
じ
込
み
ま
す
。

　
◎
ポ
ー
ル
式
器
具
や
ス
ト
ッ

パ
ー
式
器
具
の
取
り
付
け
方
法

　
ポ
ー
ル
式
器
具
は
、
家
具
の

両
側
の
側
板
部
の
壁
側
奥
に
取

り
付
け
ま
す
。
取
り
付
け
に
は
、

天
井
に
十
分
な
強
度
が
必
要
で

す
。
ス
ト
ッ
パ
ー
式
器
具
は
、

家
具
の
端
か
ら
端
ま
で
敷
き
ま

す
。
　
◎
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
方
法

　
ガ
ラ
ス
の
破
損
や
収
納
物
の

みどり東京・温暖化
防止プロジェクト
市町村助成金事業

保
育
施
設（
認
可
保
育
所
・
家
庭
福
祉
員

保
育
施
設（
認
可
保
育
所
・
家
庭
福
祉
員
））

へ
の
入
所
の
申
し
込

へ
の
入
所
の
申
し
込
みみ

　
　
年
度
の
認
可
保
育
所
（
か
た

２７
ば
み
保
育
園
を
含
む
）
と
家
庭
福

祉
員
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
入
所
の
し
お
り
や
申
請

書
類
の
一
部
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
【
受
付
日
時
】
①　

月　

日

１１

２９

（
土
）・　
月
６
日
（
土
）
が
午
前

１２

９
時
～
午
後
４
時
②　

月
１
日

１２

（
月
）
～
５
日
（
金
）
が
午
前
９

時
～
午
後
５
時
③　

月
８
日

１２

（
月
）・９
日
（
火
）
が
午
前
９
時

～
午
後
８
時
。
会
場
は
い
ず
れ
も

市
役
所
２
階
２
０
４
会
議
室

　
※
い
ず
れ
の
日
も
午
前　
時
半

１１

～
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】入
所
利
用
調
整
は
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
年
、

受
付
期
間
前
半
は
非
常
に
混
雑
し
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
受
付
期
間
後
半
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
▼
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス

で
の
入
所
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
▼
既
に　
年
度
中
の
入
所
申
し

２６

込
み
を
行
い
、
決
定
待
ち
で
、　
２７

年
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
入

所
を
希
望
す
る
方
も
、
受
付
期
間

中
に
新
た
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
▼
転
出
な
ど
で
他
市
区
町
村
の

保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方

は
、
各
自
治
体
で
申
込
締
め
切
り

日
や
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
な
ど
）

を
法
令
な
ど
に
よ
り
認
め
ら
れ
た

焼
却
設
備
を
使
用
し
な
い
で
焼
却

す
る
こ
と
（
例
え
ば
ド
ラ
ム
缶
や

一
斗
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
の
囲

い
で
の
焼
却
）
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
も
法

令
な
ど
で
処
理
方
法
が
定
め
ら
れ

て
い
て
、
野
外
焼
却
が
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
の
例
外

　
一
般
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
の
禁

止
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
例

外
事
項
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
例
外
事
項
の
場
合
で

あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
周
辺
の

生
活
環
境
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
市
民
環
境
会
議
で
は
、
家
庭
や

事
業
所
な
ど
で
の
夏
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
規
定
部
門
（
ゴ
ー
ヤ
）

と
フ
リ
ー
部
門
（
ゴ
ー
ヤ
・
そ
の

他
の
つ
る
性
植
物
）
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
募
集
し
、
８
月
１
日

～
９
月　
日
の
期
間
中
に
市
内
の

３０

家
庭
・
団
体
か
ら　
点
の
作
品
を

５７

ご
応
募
頂
き
ま
し
た
。

　
優
秀
８
作
品（
各
部
門
の
家
庭・

団
体
各
２
点
）
は
次
の
通
り
で
す

（
五
十
音
順
。
敬
称
略
）。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
温
か

く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
方
を
い
い
ま
す
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
（
資

格
取
得
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　
今
回
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
水
）
午
後

１２

１０

２
時
～
４
時
（
１
時
半
か
ら
受
け

付
け
）

　
【
会
場
】
介
護
老
人
保
健
施
設

　
▼
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習
的

行
事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝
「
お

 
焚 
き
上
げ
」、「
お
祭
り
」
な
ど

た
　
▼
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育

活
動
上
必
要
な
焼
却
行
為
＝

「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
な
ど

　
▼
市
長
が
特
に
や
む
を
得
な
い

と
認
め
る
焼
却
行
為
＝
「
災
害
時

の
応
急
対
策
」、「
樹
木
や
農
作
物

の
病
害
虫
の
防
除
な
ど
農
業
を
営

む
上
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
」
な
ど

野
外
焼
却
し
な
い
た
め
に

　
周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次
の
方

　
【
行
程
】
都
大
橋
（
集
合
）
→
下

里
氷
川
神
社
→
し
ん
や
ま
親
水
広

場
→
柳
橋
→
第
十
小
学
校
裏
→
柳

窪
天
神
社
（
休
憩
）
→
新
青
梅
街

道
→
村
野
家
住
宅
（ 
顧  
想  
園 
）
前

こ 
そ
う 
え
ん

→
第
十
小
学
校
前
→
柳
窪
一
丁
目

バ
ス
停
（
解
散
）

　
【
日
時
】
①　
月　
日
（
休
）
②

１１

２４

　
今
回
は
、
黒
目
川
上
流
の
湧
水

と
秋
の
柳
窪
を
巡
る
約
４
丼
丿
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

こ
の
機
会
に
市
内
の
貴
重
な
自
然

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日

は
「
東
久
留
米
の
湧
水
マ
ッ
プ
」

を
配
布
し
ま
す
。
主
催
は
、
市
民

環
境
会
議
水
と
み
ど
り
部
会
。

　
月
４
日（
木
）、い
ず
れ
も
午
後

１２１
時
～
４
時

　
【
集
合
場
所
】都
大
橋（
下
里
七

丁
目
１
番
）。
東
久
留
米
駅
西
口

か
ら
西
武
バ
ス
「
武
蔵
小
金
井
駅

（
錦
城
高
校
経
由
）
行
き
」
に
乗

車
、「
都
大
橋
」
バ
ス
停
下
車

　
【
定
員
】　

人
３０

　
　
年
度
通
所
訓
練
生
、
入
浴

２７
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

年
度
通
所
訓
練
生

２７◎
就
労
移
行
支
援
事
業

　
【
対
象
】原
則　
歳
以
上
の
知
的

１８

障
害
の
あ
る
方
で
、
企
業
な
ど
で

の
就
労
を
希
望
し
、
採
用
が
見
込

ま
れ
る
方
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
訓
練
等
給
付
の
支
給
決
定
を
受

け
た
方
）

　
【
募
集
人
員
】
若
干
名

　
【
利
用
期
間
】訓
練
等
給
付
の
支

給
期
間

　
【
活
動
内
容
】就
労
に
向
け
た
訓

練
お
よ
び
支
援

　
【
申
し
込
み
方
法
】希
望
す
る
方

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い入

浴
サ
ー
ビ
ス（
機
械
浴
）

　
【
対
象
】次
の
①
～
③
の
全
て
に

該
当
す
る
方
。
①
市
内
在
住
で
家

庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
方
②　
歳
６４

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

以
下
で
介
護
保
険
に
該
当
せ
ず
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
お

持
ち
の
方
③
一
定
の
医
療
行
為
が

終
了
し
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

　
【
利
用
回
数
】
月
２
回

　
【
費
用
】
１
回
６
０
０
円

　
【
申
し
込
み
方
法
】平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
半
に
同
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、
同
セ

ン
タ
ー
☎
４
７
７
・
２
７
１
１
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
７
・
２

７
５
０
）
へ
。

　
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、
障

害
福
祉
関
係
者
の
連
携
や
相
談
支

援
体
制
の
整
備
、
ま
た
地
域
で
の

課
題
の
共
有
化
を
行
う
場
と
し
て
、

各
地
方
公
共
団
体
で
設
置
に
努
め

る
よ
う
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、　

年
度
か
ら
同
協
議

２４

会
を
設
置
し
、
委
員
は
障
害
当
事

者
・
家
族
や
学
識
経
験
者
、
関
係

者
団
体
・
相
談
支
援
事
業
所
・
公

共
機
関
か
ら
の
代
表
者
な
ど　
人
１６

地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
つ
い
て

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
の

他
に
専
門
部
会「
相
談
支
援
部
会
」

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
部
会
」

を
設
置
し
、
よ
り
具
体
的
な
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
市
の

実
情
に
応
じ
た
体
制
整
備
な
ど
を

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
協
議
会
の
議
事
概
要
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

を
発
行
し
、
公
共
施
設
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で

の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
の
利
用
に
は
市
へ

の
登
録
が
必
要
と
な
り
、
利
用
者

負
担
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
地
域
支

援
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
市
で
は
、
地
域
で
生
活
す
る
精

神
障
害
の
方
が
利
用
で
き
る

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
に
見
守
り
を
し
て
い
る

ご
家
族
が
、
急
な
用
事
な
ど
で
不

在
に
な
る
と
き
や
、
本
人
の
気
持

ち
が
不
安
定
で
休
息
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
専
用
居
室

精
神
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

（
金
融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風

俗
営
業
を
除
く
）
に
低
利
率
で
融

資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
す
る
方
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
利
子
や
信
用
保
証

料
の
一
部
を
市
が
助
成
し
て
い
ま

す
（
利
率
１・８
７
５
％
。　
※
利

率
の
適
用
は
融
資
実
行
年
月
日
の

該
当
す
る
年
度
で
す
。
利
子
補
給

０
・
９
～
１
・
２
％
）。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
書

類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行
い
ま

す
。
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か

か
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

資
金
融
資
特
例
措
置
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す

　
昨
今
の
経
済
不
況
対
策
と
し
て

時
限
的
に
実
施
し
て
い
る
「
市
内

の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
融

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
あ
な
た
と
地

域
社
会
」
と
の
絆
を
深
め
て
く
れ

ま
す
。
市
内
全
域
に　
の
単
位
老

２７

人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
約
２
０
０
０

人
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
は
次
の
通

り
で
す
。

低
利
率
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

低
利
率
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
すす

各
種
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

各
種
資
金
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

　
【
定
員
】　

人
（
０
歳
児
６
人
、

６０

１
歳
児　
人
、
２
歳
児　
人
、
３

１０

１１

歳
児　
人
、
４
歳・５
歳
児　
人
）

１１

２２

　
【
開
所
時
間
】午
前
７
時
～
午
後

６
時
（
８
時
ま
で
の
延
長
保
育
を

実
施
予
定
）

　
詳
し
く
は
保
育
課
保
育
係
☎
４

７
０
・
７
７
４
５
へ
。

　
　
年
４
月
に
民
設
民
営
の
新
し

２７
い
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。
同
園

で
は
、
産
休
明
け
保
育
や
延
長
保

育
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
【
名
称
】（
仮
称
）
い
ち
ご
保
育

園
　
【
所
在
地
】
本
町
１
ノ
５
ノ
５

　
【
設
置
運
営
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち

ご
の
会 新

し
い
認
可
保
育
園

新
し
い
認
可
保
育
園
がが

開
園
し
ま

開
園
し
ま
すす

　
◎
趣
味
・
教
養
・
生
き
が
い
＝

国
内
研
修
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本
舞

踊
、
書
道
、
民
謡
、
詩
吟
、
朗
読
、

俳
句
、
手
芸
、
社
交
ダ
ン
ス
、
教

養
サ
ー
ク
ル
活
動
、
各
種
趣
味
の

会
、
サ
ロ
ン
活
動
、
久
老
連
事
業

へ
の
参
加
、
よ
ろ
ず
や
大
学
講
座

（
舞
踊
、
書
道
、
詩
吟
、
朗
読
、

俳
句
、
い
き
い
き
体
操
、
手
芸
、

唄
お
う
会
、
民
謡
）
な
ど

　
◎
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
＝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
い
き
い
き
体
操
、

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
体
力
測
定
、
高
齢
者
の
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
、

都
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪

投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
大
会
出
場
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
会
（
健
康
運
動
士

や
整
形
外
科
医
が
指
導
）
な
ど

　
◎
社
会
奉
仕
＝
児
童
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
、
老
人
施
設
演
芸
慰
問
、

神
社
や
公
共
施
設
の
清
掃
、
共
同

募
金
の
応
援
な
ど

　
◎
生
き
が
い
活
動
＝
年
３
回
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
演
芸
大

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
久
老
連
）

の
会
員
を
募
集
し
ま
す

会
や
、
よ
ろ
ず
や
大
学
発
表
、
都

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会
へ

の
出
場
な
ど

　
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
に
密
着

し
地
域
の
核
と
し
て
こ
れ
ま
で
の

知
識
や
経
験
・
能
力
を
生
か
し
た

活
動
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
新
し

い
仲
間
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
入
会

申
し
込
み
は
、
電
話
で
各
地
区
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
へ
。　
※
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
高
齢
者

福
祉
係
☎
４
７
０・７
７
７
７（
内

線
２
５
０
８
）
へ
。

　
【
０
歳
児（
出
産
予
定
者
）の
仮

申
請
】
対
象
＝
出
産
予
定
日
が
判

明
し
、　

年
４
月
１
日
時
点
で
生

２７

後　

日
目
に
達
す
る
予
定
の
子

５７
（　
年
２
月
３
日
〈
火
〉
ま
で
に

２７
出
産
予
定
の
方
）
▼
申
請
期
間
＝

　
月　
日
（
土
）
～　
年
１
月
９

１１

２９

２７

日（
金
）午
後
５
時
。　
※　
月
９

１２

日
（
火
）
以
降
は
、
平
日
の
正
午

～
午
後
１
時
と
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
の
方
法
＝
保
護
者
の
氏
名

で
仮
申
請
し
、
対
象
の
お
子
さ
ん

の
出
生
届
を
提
出
後
、
保
育
課

（
市
役
所
２
階
）
で
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の

受
付
期
限
は
、
対
象
の
お
子
さ
ん

が
生
ま
れ
て
か
ら
２
週
間
以
内
で

す
▼
注
意
事
項
＝
①
仮
申
請
し
た

方
で
入
所
内
定
し
た
場
合
で
も
、

「
ケ
ア
東
久
留
米
」
５
階
会
議
室

（
幸
町
３
ノ　
ノ　
）

１１

１０

　
【
内
容
】「
認
知
症
の
正
し
い
理

解
や
接
し
方
に
つ
い
て
」「
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
な
ど

　
【
対
象
者
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】　

人
３０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
金
）

１１

２８

ま
で
に
、
電
話
で
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
４
７
９
・
０
８
０
０

へ
。
　
※
受
講
修
了
者
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
【
費
用
】
１
０
０
円
（
資
料・保

険
代
。
当
日
集
金
）

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
水
）

１１

１９

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
に
「
湧

水
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
参
加

申
し
込
み
」
と
明
記
し
、
参
加
希

望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
倆
８
５
５
５
、
市
役
所
環
境
政

策
課
宛
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル（kankyoseisaku@
city.higash

ikurume.lg.jp

）
で
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　
●
規
定
部
門
・
家
庭
＝
小
牧
完

次
（
南
沢
）・
浜
田
学
（
幸
町
）

　
●
規
定
部
門
・
団
体
＝
下
里
小

学
校
・
氷
川
台
自
治
会

　
●
フ
リ
ー
部
門
・
家
庭
＝
小
川

益
道
（
中
央
町
）・松
田
博
雄
（
前

沢
）

　
●
フ
リ
ー
部
門
・
団
体
＝
公
益

社
団
法
人
東
久
留
米
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
・
豊
島
な
で
し
こ

幼
稚
園

応
募
作
品
の
展
示

　
【
日
程
】　
年
１
月　
日（
土
）正

２７

１７

午
～　
日
（
金
）
午
後
５
時

３０

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
落
ち
葉
や 
剪  
定  
枝 
は

せ
ん 
て
い 
え
だ

①
敷
地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め

戻
す
②
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

小
出
し
に
出
す
（
剪
定
枝
は
電

話
予
約
に
よ
り
、
ご
み
対
策
課

で
回
収
し
ま
す
。
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
は
同
課
☎
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
）

　
ま
た
、
例
外
事
項
に
該
当
す

る
場
合
で
も
、
周
辺
か
ら
の
通

報
や
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
、

現
場
で
の
指
導
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
焼
却
禁
止
の
例

外
行
為
を
行
う
場
合
は
、
次
の

事
項
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾

燥
さ
せ
る

　
②
量
は
必
要
最
低
限
に
す
る

　
③
時
間
は
極
力
短
く
す
る

　
④
天
候
、
風
向
き
、
時
間
帯

を
考
慮
す
る

関
係
法
令
な
ど

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」

「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保

す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
」

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

飛
び
出
し
を
防
止
す
る
に
は
、

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
が
効
果
的

で
す
。
ガ
ラ
ス
戸
の
両
面
に
貼

る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
高
く

な
り
ま
す
。
片
面
に
貼
る
場
合

は
、
外
側
の
ガ
ラ
ス
面
に
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
◎
扉
開
放
防
止
器
具
の
取
り

付
け
方
法

　
扉
開
放
防
止
器
具
に
は
、
粘

着
タ
イ
プ
や
チ
ェ
ー
ン
タ
イ
プ
、

ね
じ
で
固
定
す
る
掛
け
金
タ
イ

プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
重
量
が

大
き
い
収
納
物
が
入
っ
て
い
る

場
合
は
、
ね
じ
固
定
で
き
る
も

の
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署

警
防
課
地
域
防
災
係
☎
４
７

１・０
１
１
９
（
内
線
３
２
３
）

へ
。

資
の
特
例
措
置
」
を
、
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
（
申

し
込
み
は　
年
３
月　
日
〈
火
〉

２７

３１

ま
で
）。

　
対
象
は
、
不
況
対
策
緊
急
資
金

融
資
お
よ
び
小
口
零
細
企
業
資
金

融
資
（
不
況
対
策
緊
急
資
金
）
と

し
、
信
用
保
証
料
の
補
助
規
定
の

う
ち
、
上
限
額
（
２
万
５
０
０
０

円
）
を
廃
止
し
、
２
分
の
１
を
補

助
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

実
際
の
出
生
日
が　
年
２
月
４
日

２７

（
水
）
以
降
の
場
合
は
、
４
月
１

日
の
入
所
要
件
に
該
当
し
な
く
な

る
た
め
、
仮
申
請
・
内
定
は
取
り

消
し
に
な
り
ま
す
。
５
月
１
日
付

け
入
所
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。
５
月
以
降

の
入
所
は
通
常
通
り
の
選
考
と
な

り
、
優
先
度
が
上
が
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
②
お
子
さ
ん
が
生
ま

れ
た
後
、
期
日
ま
で
に
申
請
が
な

い
場
合
も
仮
申
請
・
内
定
は
取
り

消
し
に
な
り
ま
す

　
【
２
次
受
け
付
け
】　
年
２
月
２

２７

日
（
月
）
～　
日
（
木
）
に
予
定
。

１２

た
だ
し
、
１
次
入
所
利
用
調
整
後

の
欠
員
に
伴
う
申
し
込
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
、
同
課
管
理
係
☎
４

７
０
・
７
７
４
５
へ
。

　
市
で
は
、
大
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
確
実
に
皆
さ
ん
に
お
伝

え
す
る
た
め
、
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
金
）
午

１１

２８

前　
時
か
ら

１１
　
【
内
容
】市
内
に
設
置
し
て
あ

る
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験
放

送
を
一
斉
に
行
い
ま
す
。
放
送

す
る
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
チ
ャ
イ
ム
→
「
こ
れ
は
、
テ

ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
東
久
留

米
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム

　
【
そ
の
他
】当
日
は
、全
国
的

に
同
様
の
情
報
伝
達
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す

　
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
大
地

震
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
、
国
か
ら

地
方
公
共
団
体
へ
瞬
時
に
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４

７
０
・
７
７
６
９
へ
。

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動動

防
止
を
し
て
い
ま
す
か

防
止
を
し
て
い
ま
す
か
？？

野
外
焼
却
は
原
則
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

防災行政無線を用いた
「緊急情報の伝達訓練」

を
１１月２８日（金）午前１１時
から実施します　　　　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
すす

～
認
知
症
に
つ
い

～
認
知
症
に
つ
い
てて

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
～～

q
r

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

q
r

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

第
１
回
東
久
留
米

第
１
回
東
久
留
米
市市

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」のの

結
果
と
作
品
展

結
果
と
作
品
展
示示

「
黒
目
川
上
流
の
湧
水
と
秋
の
柳
窪
散
策
」コ
ー
ス

湧
水
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ウ
オ
ー

湧
水
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ウ
オ
ー
クク

を
開
催
し
ま

を
開
催
し
ま
すす

受
け
付
け

受
け
付
け
はは

月

日

　

月　

日（
土
）～

月
９
日（
火

（
土
）～　

月
９
日（
火
））

１１１１

２９２９

１２１２

に
つ
い
て

ままままままままままままままままままままままままま
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ままままままままままままままままままままままままま
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ややややややややややややややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
こここここここここここここここここここここここここ
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尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽尽
ききききききききききききききききききききききききき
ななななななななななななななななななななななななな

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
は
尽
き
な
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ななななななななななななななななななななななななななななな
ででででででででででででででででででででででででででででで
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
ももももももももももももももももももももももももももももも
ううううううううううううううううううううううううううううう

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ののののののののののののののののののののののののののののの
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減

ご
み
の
減
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
④

紙
類
な
ど
の
資
源
物
は

資
源
集
団
回
収
へ

　
前
回
は
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

含
ま
れ
る
紙
類
の
量
を
減
ら
す
た

め
、
紙
類
は
「
紙
類
の
日
」
に
出

す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
紙
類
の
日
」に
回
収
し
た
紙
類

は
、
ご
み
で
は
な
く
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で
、
燃

や
せ
る
ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、

資
源
の
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ご
み
の
減
量

と
資
源
の
保
全
に
結
び
付
く
方
法

が
あ
り
、
そ
れ
が
今
回
お
話
し
す

る
資
源
集
団
回
収
で
す
。

　
資
源
集
団
回
収
と
は
、
自
治
会

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
が
作
る

団
体
が
回
収
日
時
を
決
め
、
家
庭

か
ら
出
る
紙
類
（
新
聞
・
段
ボ
ー

ル・雑
が
み
）、
金
属
類
（
ア
ル
ミ

缶
）・布
類
（
古
布
な
ど
）
を
持
ち

寄
り
、
資
源
回
収
業
者
に
引
き
渡

す
自
主
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

こ
と
で
す
。

　
現
在
、
市
内
の
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
約
１
４
０
団
体
が
資
源
集

団
回
収
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
紙

類
に
関
し
て
は
、
集
団
回
収
の
量

が
「
紙
類
の
日
」
に
回
収
さ
れ
る

量
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

集
団
回
収
報
奨
金
で
紙

類
な
ど
の
資
源
物
を
団

体
の
収
入
源
に

　
市
で
は
、
資
源
集
団
回
収
を
実

施
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、
回
収

業
者
へ
引
き
渡
し
た
量
に
応
じ
て

報
奨
金
（
１
丼
乘
当
た
り
９
円
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
報
奨
金
の
使
用
目
的
は
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
各
団
体
で
使
途
を
決

め
、
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
集
団
回
収
は
２
～

３
世
帯
か
ら
実
施
可

　
資
源
集
団
回
収
は
、
自
治
会
や

管
理
組
合
な
ど
の
大
規
模
な
団
体

だ
け
で
は
な
く
、
２
～
３
世
帯
の

小
規
模
グ
ル
ー
プ
で
も
実
施
可
能

で
す
。「
集
団
回
収
に
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
賛
同
す
る
人
が
少

な
い
か
ら
で
き
な
い
」
と
お
考
え

の
方
で
も
、
気
軽
に
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
資
源
集
団
回
収
の
始
め
方
な
ど

の
詳
細
は
ご
み
対
策
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
場

合
は
説
明
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

資
源
集
団
回
収
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
た
「
資
源
集
団
回
収
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
市
役
所
や
地
域
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
の
施
設
で
配
布
し

て
い
ま
す
。　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

ス

ト

ッ

プ

！ 

資
源
物
の
持
ち
去
り

　
皆
さ
ん
が
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
の
た
め
分
別
し
て
出
し
た

紙
類
な
ど
の
資
源
物
を
、
市
が
指

定
し
た
事
業
者
以
外
の
第
三
者
が

持
ち
去
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
行
為
を
資

源
物
の
分
別
排
出
や
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
の
取
り
組
み
を
踏

み
に
じ
る
悪
質
な
行
為
と
し
て
捉

え
、
持
ち
去
り
の
流
通
経
路
を
把

握
す
る
た
め
、
業
界
団
体
と
連
携

し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
）
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
物
の
持
ち
去
り
を

防
ぐ
た
め
、
紙
類
回
収
日
は
午
前

９
時
以
降
に
行
う
正
規
の
収
集
と

は
別
に
、
午
前
７
時
か
ら
随
時
早

朝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
新
聞
な
ど
の
回
収

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
必

ず
車
両
に
回
収
業
者
で
あ
る
こ
と

の
他
に
、
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
中
で

あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
車
両
で
持
ち
去
り
行

為
を
見
か
け
た
ら
、
危
険
を
伴
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す

る
の
で
は
な
く
、
日
時
・
車
種
・

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
控
え
て
ご
み
対

策
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
３
・
２

１
１
７
へ
。


